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国
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と

認
め
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
の
全
部
又
は
一
部

を
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
弁
済
に
代
え
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
求
償
の
請
求
を
行
っ
た
都
道
府

県
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
救
助
の
行
わ
れ
た
地
の
都
道
府
県
か
ら
弁
済
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
費
用
の
額

が
前
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
額
を
上
回
ら
な
い
こ
と
。

二

救
助
の
行
わ
れ
た
地
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
被
害
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
前
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
求
償
の
請
求
に
係
る
費
用
を
当
該
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
当
該
求
償
の
請
求
を
行
っ
た
都
道

府
県
に
対
し
て
弁
済
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
償
の
請
求
に
係
る
費
用
を
支
払
う
場
合
に
お
け
る
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
求
償
に
対
す
る
支
払
に
要
し
た
」
と

あ
る
の
は
、「
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
救
助
の
行
わ
れ
た
地
の
都
道
府
県
か
ら
弁
済
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
」

と
す
る
。

第
三
十
六
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、「
置
か
な
け
れ
ば
」
を
「
お
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
十
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
災
害
救
助
基
金
）」を
付
す
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
四
十
条
中
「
第
三
十
六
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
同
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
五
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
、
勧
業
債
券
」
を
削
り
、「
買
入
」
を
「
買
入

れ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と

す
る
。

第
四
十
二
条
中
「
、
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
中
「
第
三
十
八
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
四
十
四
条
に
見
出
し
と
し
て「（
繰
替
支
弁
）」を
付
し
、
同
条
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を「
第
十
三
条
第
一
項
」

に
、「
暇
」
を
「
い
と
ま
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
四
十
五
条
中
「
左
の
各
号
の
一
に
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
こ
れ
を
六
箇
月
」
を
「
六
月
」に
、

「
五
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
従

わ
な
い
者
」
を
「
従
わ
な
か
っ
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第

一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
又
は
第
九
条
第
一
項
」
に
、「
従
わ
な
い
者
」
を
「
従
わ
な
か
っ
た
者
」
に
改
め
、
第
四

章
中
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
詐
偽
」
を
「
偽
り
」
に
、「
こ
れ
を
六
箇
月
」
を
「
六
月
」
に
、「
五
万
円
」
を
「
三
十
万
円
」
に

改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
正
条
が
あ
る
も
の
は
、
同
法
に
よ
る
。

第
四
十
六
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
七
条
中
「
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、「
第
二
十

七
条
第
一
項
、
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
六
条

第
二
項
」
に
、「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
、「
な
さ
ず
」
を
「
せ
ず
」
に
、「
な
し
た
」
を
「
し

た
」
に
、「
こ
れ
を
三
万
円
」
を
「
二
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
八
条
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、「
な
し
た
」
を
「
し
た
」
に
、「
罰
す
る
の
外
」
を
「
罰

す
る
ほ
か
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

雑
則

第
三
十
条

都
道
府
県
知
事
は
、
救
助
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
、
災
害
対
策
基
本
法
第
九
十
条
の
三
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
情
報
の
提
供
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
提
供
の
求
め
に
係
る
者
に
つ
い
て
の
同
条
第
二
項
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
っ
て
自
ら
が
保
有
す
る
も
の
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法

律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
決
定
の
特
例
」
の
下
に
「
、
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
存
立
」
の
下
に
「
、
当
該
非
常
災
害
に
よ
り
相
続
の
承
認
若
し
く
は
放
棄
を
す
べ
き
か
否
か

の
判
断
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
者
の
保
護
」
を
加
え
る
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
六
条

相
続
人
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
）
が
、
特
定
非
常
災
害
発
生

日
に
お
い
て
、
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
多
数
の
住
民
が
避
難
し
、
又
は
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
住
所
を
有
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八

十
九
号
）
第
九
百
十
五
条
第
一
項
の
期
間
（
こ
の
期
間
が
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
っ
て
伸
長
さ
れ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
伸
長
さ
れ
た
期
間
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
末
日
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当

該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
に

到
来
す
る
と
き
は
、
同
項
の
期
間
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
伸
長
す
る
。

一

相
続
人
が
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合

そ
の
者
の
相
続
人

二

相
続
人
（
前
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
者
）
が
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
場
合

そ
の
法
定
代
理
人

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
の
二

被
災
者
の
応
急
救
助
及
び
避
難
住
民
等
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。）の
救
援
に

関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
三
項
第
十
四
号
の
二
中「（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）」を
削
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
十
二
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
項
第
八
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。八

十
三

削
除

第
四
条
第
一
項
第
八
十
六
号
中
「
第
八
十
一
号
か
ら
前
号
ま
で
」
を
「
第
八
十
一
号
、第
八
十
二
号
及
び
前
二
号
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
（
災
害
対
策
基
本
法
目
次
の
改
正
規
定（「
第
三
款

被
災
者
の
運
送
（
第
八
十
六
条
の
十
四
）」を
「
第第

三
款

被
災
者
の
運
送
（
第
八
十
六
条
の
十
四
）

四
款

安
否
情
報
の
提
供
等
（
第
八
十
六
条
の
十
五
）」に
、「
第
八
十
六
条
の
十
五
e

第
八
十
六
条
の
十
七
」を「
第

八
十
六
条
の
十
六
e

第
八
十
六
条
の
十
八
」
に
改
め
、「
第
九
十
条
の
二
」
の
下
に
「
e

第
九
十
条
の
四
」
を
加
え
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